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温泉 の別 出腸管 に及 ぼ す作用
































第1表 温 (袷)泉 分 析 表 (大部分は厚生省衛生試験所分析による)
闇 漁 ,泉 lIll,≡ 慧 芸チ F白戯 整 )泉 1茂儀 %,､泉
泉 質 i 単 純 泉 恒鉄土類- 食画 合 食塩 重曹泉 J弱 食 塩 泉
PH l7.32(キンヒド
衣
6.5(B.rLl.B.)! 7.54 16.鍋 (守./ヒドロ-/)
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志 学 温 泉
(輿 湯)
(島 根 願1
潜 生 温 泉
(l守 泉)
(鳥 取 願〕
東 郷 温 泉
(遊仙湯)
(鳥 取 操)
江 崎 減 泉
(山口将)
喜匙 臨 禦 l 含食塩別 泉 l 単純放射能泉易弓食 塩 泉
6.1(B.'l.B.) 7.55tキンヒドロン)】6･92(キンヒドロ 6.65(キンヒドロン)
放 射 能 10-41M.E.
関 金 温 泉
(珠 湯)
(鳥 取 煽弓)
三 朝 洩 泉
(山田区共同湯)









単純放射能泉 恒食塩網 放射能泉恒食塩重曹放射首巨泉桓 塩重曹放射能泉
7.65(キンヒドロ 6･2(キンヒドロン)I7･0(キンヒFT'ン)】 6.0-6.4
･川 IE･(実験勘 L
100～150M.A. i IO～-10M.E. 1 187M.E .
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勝 浦 鉱 泉 】 棒 況 泉
F (和歌L順 )











単 純 硫 黄 泉
(アル カ ])悼 )
9.2(T.B･)
放 射 能 235M.E. 20M･FJ.(実験時)
1.706
単 純 硫 黄 泉
(77Lカ 17性 )
10(T.B･)
44 菅 田 作 滞
三 石 鉱 泉
(岡 LLl!抹)
含 銅 批素 酸性
明 容 繰 容 泉
藤 野 鉱 泉
(岡 山 解)
合 銅 酸 性 明穿
練 聾 泉
★柵 原 温 泉
(岡 山 懸)
含銅酸性緑聾泉
粟 野 岳 温 泉
(八幡地獄)
(鹿先島願)含硫化水素酸性明答練賛泉泉 質





































































































添加量 g/B 泉 名
8･35 三朝 (株 湯)






















































































実 験 成 績




























しては振幅に桔払 Ach.作用に対 して は舛
作用である.(第5表,第4-6図参照)















48 菅 田 作 衛
第 7表 5.4g/dB等 張 ブ ド - 糖 液 の 作 用
単 独
縦 緊 張 1振 幅
対 A d.





縦 緊 張 】振 幅


























第 9表 500M.E.人 工 放 射 性 液 の 作 用
等張化液 (NユClで)
縦 緊 張 l振 幅
等張 化液 の対 Ad･
縦 緊 張 】振 幅
等張化液の対Ach･



























第 10表 11.85g/A等張KCl液 (PH6.4(M.R.) の作用
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単 軸
縦 緊 張 l振 幅
対 A d.
縦 緊張 l振 幅
対 A c h.












緊張に高度持続,振幅に高度協同作 用 が あ
る.Ach.作用に対 しては,注加 1-2%では
ほぼ中等慶桔抗,5-40%では縦緊張だけに
中等 度～軽度 括 抗する.(第11表,第15-
17図参照)
再び軽度増加,振幅は消失したままである.
第 11表 11･77g/B等張CLl.C12液 (PfI5.8(M.R.))の作用
ILlti 珊






縦 緊 張 l振 幅
対 A c l･













†㈱ 600%!J珊ト 100% if享 轟
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ll.10･09g/B等張MgC12液 に相当する･注加0･1,Qi(0･00258g/DM1%.'-
Mg･対照として実験した12･58g/AMg･液 0･106million)で既に縦緊張軽度下降,注加
第 12表 10･09g/D等張MgC12液 (PHS..0(MIR.))の作用
単 独
縦 緊 張 】振 幅
対 A d.















対 A c h.
縦 緊 張 i振 幅




























































































































第 15表 21･75g/D等張A12 (Soヰ)8液 (PHl･2(T･B･))の作用




































は,注 加 0.001% (0.0000287g/BNH4=･-
0.00159mi1ion)で振幅に中等度括抗,0.002
泡泉の易rJ凹腸管に及ぼす作用 53
～10% (0･0000574- 0･287g/AN打4●-0･003 -0･0795-0.318milion)で振幅に軽度括




第16表 8･5g/A等張Nti4Cl液 (PH6.0(M.R) の作用
単 独






縦 緊 張 振 幅








































































































































































第29表 吉 岡 温 泉 (長者湯)の 作 用
単 独
縦緊張 l振 幅














∴ -~ ∴ ∴ :
2･合鉄土類茨酸食塩泉












巷晋 禁 諾 呈岳 o･074g/A 0.013g/A
Fe' EAl.･ l判 定
0.003g/A1 0.OO3g/D
(第23表,第46-48図参照)
第23表 小 屋 原 沌 泉 の 作 用





振 幅 l縦 緊 張 ｢振 幅
対 A c h.
縦 緊 張 l振 幅
｢J+ 13%上+ 22%ll≠ 61%上 廿 39%
T≡ ;≡き↓+ Bl%




3.含 食 塩 許 曹 泉 対量ではNLl/に対しK.,CこIJ'の増加,Mg'の
白浜温泉 (水晶湯) 減少,ならびにINTI14･の附加がみられ,K･,
振幅軽度減少作用がある.Ad.作用に対し N打4`は単頂イオン作問発現濃度 に あ るが
ては縦緊張に軽度,振幅に高度協 同,A,:h. K',NH4･作用では理解しがたい･ (第24
作用に対しては縦緊張,振幅共に高度に桔抗 表,第10-r'53図参照)
する.本泉はrlyrode液に比LN:.Jの減少,相
第24表 白 浜 温 泉 (水晶湯)の 作 用
縦緊張 岳振 幅 E縦緊張･1振
等張化泉の対Ad. 1等張化泉の対Ach･













58 菅 田 作 帯
第 25表 溝 津 温 泉 (湖上湯)の 作 用
















































































縦 緊 張 i振 幅
S.含塩化土類苦味性食塩泉











第 27表 皆 生 温 泉 (4号泉)の 作 用
単 独
縦 緊張 1振 幅
?? ???




縦緊張 t振 幅 弓縦 緊張 I振 幅
















第28表 東 郷 温 泉 (遊仙揚)の 作 用
単 独 等 張 化 泉
縦緊張 l振 幅
J廿 4ti%









縦 緊張 l振 幅
†廿 44%H 甘
7.単純放射能泉














湿 泉 の 作 用
単 独
縦緊張 r振 幅
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第30表 関 金 温 泉 (珠 湯)の 作 用
単 独 l 等 張 化 泉
J± 5%
J士 5% :二 42:≡に :≡
等張化泉の対Ad･
















第 31表 三 朝 温 泉 (称 揚)の 作 用
8.含食塩重曹放射能泉





























第33表 三 朝 温 泉 (温研泉)の 作 用
単 独
縦緊張 座 幅
等 張 化 泉
縦 緊張 座 幅
等張化泉の対Ad･










I+ 23%日 + 13%L
†㈱165% ?? ?
†柵 188%tJ≠ 51
??? ? ?? ? ?? ? ??? ??? ??






第34表 三 朝 温 泉 (中湯男湯)の 作 用
単 独
縦緊張 l振 幅
等 張 化 泉
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第85表 池 田 鉱 泉 (4号泉)の 作 用
5)池 EI鉱 泉 (5号泉) しては無作用である.放射能は実験 当時 600
縦緊張中等慶下降作用がある.Ad.作用に M.iL程度であった.本泉も分析未完成であ
封しては縦緊張に軽度協同,Ach.作用 に封 る･(第36表,第')5-97図参照)
第 36表 池 田 鉱 泉 (5号泉)の 作 用 ノ
単 独
縦 緊 張 l振 幅
対 A d･
縦 緊 張 l振 幅
対 A c l.千
縦 緊 張 t振 幅
任 ･.*Tyrode液内に予めAch･250万分の- 添加したものを使用
9･含土類米酸瑚酸食塩泉 (放射能泉) ものの如 くである.本泉は貯蔵長期に亘った
櫓 富 鉱 泉 (B7号泉) ものを使用したたE),放射能の影響は考え難
振幅軽度減少作用がある･Ad･作用に封し い.かつ,分析未完成である. (第i7表,第
ては無作用,Ach.作用に封しては括抗 する 93-100図参照) .
第37表 増 富 鉱 泉 (B7-号泉)の 作 用
10,含食塩石膏泉 (放射能泉) る.Ad,作用に封しては縦緊張に軽度,振幅
浜 村 温 泉 (清鈴揚) に高度協同,Ach･作用に封しては縦緊張 に







Mg●`,A1-は単偶イオン作用発現濃 度 に あ
め,後三者を主因子とした結合作用と理解さ
れる･(第38表,第101-104図参照)
第38表 浜 村 温 泉 (清鈴湯)の 作 用
単 独
縦緊張 l振 幅
等 張 化 泉 J等張化泉の対Ad･





1≠ 64% 上土 4% 一 日♯ 別%
. ( [












第39表 三 朝 温 泉 (中湯女湯)の 作 用
単 独 等 張 化 泉 i等張化泉の対Ad･L等張化泉の対Ad･
･o ri+ 20%.l+ 20%
い什33%i-
1≠ 33%日 + 20%




12,単 純 硫 黄 泉 (アルカT)性1










第40表 勝 浦 鉱 泉 の 作 用
単 独
縦緊張 l振 幅
等 張 化 泉
縦 緊張 l幅 振
等張化泉の対Ad.
縦 緊張 l振 幅
∴ 一･:~ ∴ ,.: :丁'.二
等張化泉の対Ach.
縦 緊張 】振 幅












第41表 捧 温 泉 の 作 用
単 独
縦緊張 】振 幅











鍾 :★Tyrode液内に予めAch･250万分の- 添加 したものを使用
13,含硫化水素酸性明馨緑替泉












第42表 乗 野 岳 温 泉 (八幡地獄)の 作 用
荏 :★Tyrode液内に予めAch･25n万分の- 添加したものを使用
14,酸 性 絶 賛 泉







第 13表 五 十 猛 鉱 泉 の 作 用
65









↓± 1():JJl; i･TL100,CJ, Hx-]りり%'1∫≠ T;r･/Oof
荏:半Tyrode液内に 予めA ch 167万う担二 添 加 した ものを使用
15,含銅酸性絃饗泉








緊張下降度の緩和は(,ltl-'の作用が 主 因 丁･と
理解3,11る･本泉は被検酸性泉中,抑制作用
最強である･(第44表,第]31図参照)
第日表 柵 原 温 泉 の 作 用
注加率(%日経 緊 張 岳振 幅













三 石 鉱 泉 では縦緊張中等度下降,振幅消失する･Ad･
4%注加で擢緊張軽度下降,振幅中等慶増 作用に対しては,｣% 注加では縦 緊 張 に高
石 鉱 泉 の 作 用
注 加 率
(%)
単 独 】 対 A d.
4 J+ .00% †♯ 43,00'i‖什 P,0,:†廿
r





対 A ∩ h.
縦 緊 張 l振 幅


























fre●●,.＼1･日が単独イオン作用発現 濃 度 に あ
a,これらイオン作用の絵和としてよく理解
される･(第46表,第128-1:30図参照)
第46表 藤 野 鉱 泉 の 作 川
革 独
蘇 訂 表丁盲 ~I-義
J±7%
縦 緊 張 ,振 幅 !縦 緊 張 】振 幅

























































































































































































































三朝 (山田区共同湯),三朝 (中湯 男湯),
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,_d u 山仙 JL
l王:i
欝31何 同前Adremlinに対すも作用 ?? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?






菅 田 作 衛 論 文 附 囲 (其 の 5)
終381･42n7-r9SOJ托加の場合 解39脚 等襲化人工放射1陀水
托加の場合










御 国 革袋化自供温泉法加の額合 券51回 何例AdrenaliTtI⊂対す 8作用
青 田 作 衛 論 文 附 囲 し其の 6)
特52r4J,摘 A(:ctylcl一｡Hnに対1る作用 節53凹綻沖温泉江加の場合 解54回 等襲化様相TIA泉注加
の集合





第0回 菅生温泉注加の韻合 葬61回 等襲化骨生温兵法加の集合 斧62回 同前AdTenalin
に対すろ作用
鄭 3回 Fpl荊Acetylcholinに対する作用 御 国 東郷温泉注加の為合 邦 5回尊焚化東如 拙 加の掛合J

























飾79回 同前Acch･lt:101lnに対す る作用 チ
=JI



























青 田 作 衛 論 文 附 圃 (其の 9)
飾94TM r:司飢A一℃tyh.･1-olinに対する作用




























飾L12凶 同前Acetylcholinに対す Z･作用 弟113回 梓温泉法加の歩合
雰115回 同前AdrenaIinに対す る作用 ･簾L16回 同前AcetyIcholinに対す Z･作用























AN EXPERIMNTAL STUDY ON THE EFFECT OF
MINERAL WATERS UPON THE MOVEMENT OF
ISOLATED RABBIT INTESTINE
Sakue ONDA
(BAL'JEOLOGICAL LABORATORY, OKAYAMA UNIVERSITY)
The author inve:;tigated experiment:1lly effect of the Japanese mineral waters (19 thermals
and G cold springli) and 20 kind:; of salt solutions upon the isolated small intestine of rabbit
by Magnus' method.
Most waters showed a tendency to decrease the longitudinal tonus :md the amplitude of the
pendulum movement, but a few showed an increasing effect on the amplitude of the pendulum
movement.
Only few kinds of waters, for example acid vitriol springs and sulfated calcium springs,
had an effect characteristic of their chemical classification.
Therefore the effect of minesal waters must be judged with the synthetic consideration
on the total action of their whole constituents.
Concerning the natural radio:1ctive waters in Japan studied this time no peculiar effect was
recognized.
